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会長挨拶         会長 棚橋 顯さん 

本日は挨拶に代えて、8

月 10 日（土）に名古屋掖

済会病院で開催された「ド

クターカー・ラピッドカー

お披露目式」の報告をいた

します。 

中日新聞の記事を読ま

れた方もいるかと思いま

すが、私と室原エレクトと中井幹事の 3 名が招待さ

れて出席してまいりました。髙村会長年度に車両購

入を目的として実施されたクラウドファンディング

において支援をさせていただきましたが、コロナ禍

における社会情勢や半導体不足、車両の入手困難と

いった課題を乗り越え、ラピッドカーは 2023 年 12

月、ドクターカーは 2024 年 7 月に納車されました。

ラピッドカーは納車翌月の 2024 年元旦に発生した

能登半島地震において医療支援のために北川院長と

共に出動したことは皆様もご存知かと思います。 

ドクターカー・ラピッドカーともに外装デザイン

は動脈と静脈をイメージし、流れるようなスピード

感も表現しています。そして車両ナンバー「443」に

もこだわりがあります。北川院長のお名前「喜己（よ

しみ）」なんだそうです。車両搭載機器については、

10月5日（土）に開催されるエキサイ祭りにおいて、

みなとロータリークラブ会員限定の見学会を行って

説明をしていただきますので、当日実施する本年度

の社会奉仕事業（災害時緊急対応体験）と合わせて是

非ご参加ください。詳細については後日、松本社会奉

仕委員長から告知いたします。 

日本海員掖済会会長、名古屋市消防局救急部救急

部長、名古屋医師会会長というお歴々に続いて述べ

た祝辞の内容も Weekly に掲載いたしますのでご覧

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドクターカー・ラピッドカーお披露目式での祝辞 

名古屋みなとロータリークラブ 2024-25 年度会

長の棚橋顯です。本日はドクターカーとラピッドカ

ーのお披露目式にご招待いただき誠にありがとうご

ざいます。そしてこの二台体制での運用開始を心よ

りお喜び申し上げます。 

名古屋掖済会病院と名古屋みなとロータリークラ

ブとのお付き合いは、初代院長の太田元次さんが当

クラブ会員として活躍されていた頃に始まり、しば

らく間をおいてから加藤林也さん、河野弘前院長、北

川喜己現院長と三代続けて院長に入会していただい

ており、昨年度からは“断らない救急”を掲げて初期

診療を行う病院の姿勢、ER の仕事を“究極の社会奉

仕”と捉えて日々全力を尽くす医師の方たちの想い

に共鳴し、エキサイ祭りでのブラックジャック体験、

クラウドファンディング、映画「その鼓動に耳をあて

よ」の上映などで微力ながら協力をさせていただい
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ております。 

その一方クラブ会員の最年長者 91 歳、最年少者

45 歳、平均年齢 65.67 歳（ちょうど同い年生まれの

北川院長と私が平均年齢）という敬老パス世代中心

のメンバー構成ですので、各会員が日々の健康管理

で大変お世話になっております。 

そんな私たちの日常が突発的な事故や自然災害、

急な病気の発症などで非日常に変わってしまった時

に、このドクターカーとラピッドカーが威力を発揮

することになると思います。どうぞこれからもたく

さんの命を救ってください。名古屋掖済会病院の職

員の皆様とこの二台の車両の益々のご活躍を祈念い

たしましてお祝いの言葉とさせていただきます。 

本日は誠におめでとうございます。 

 

委員会報告 

会員満足度アンケート実施についての説明 

クラブ戦略委員会委員長 寺本善雄さん 

 

今年度クラブ戦略委員会ではクラブをより良くして

いくためのビジョンの策定と提言をしております。そ

れにあたりまして会員の皆様の御意見を聞くことが重

要だという事になり、アンケートを実施することにい

たしました。 

ＲＩのアンケートサンプルをベースにみなとロータ

リークラブの内容を付け加えたアンケートとなってい

ます。基本的にはメールでご回答いただきますがＦＡ

Ｘなど紙でもご回答頂けます。締め切りは 9/3 となっ

ております。アンケートのメールは事務局から配信さ

せて頂きますのでよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

クラブ戦略委員会委員 橋本美穂さん 

 

フォームは出欠のアンケートと同じ形になってい

ます。項目が多いのでパソコンを使うとスムーズに

回答出来ると思います。必須項目を全部答えると送

信できるようになっております。ご不明な点がござ

いましたら直接お問い合わせください。 

 

 

ニコ BOX 

(山名敏晴様、本日はよろしくお願いたします。楽しみ

にしております)            棚橋会長 

(山名様ようこそおいでくださいました。ミニライブ

楽しみにしております)        中井幹事                  

(山名様よろしくお願いします)     田中さん 

(ニコニコ DAY）                         45 名 

                          

本日合計       114,000 円 

累  計       773,000 円 

 

幹事報告                中井 規博さん 

本日の例会は『100 万ドル食事の日』です。1960

～1961 年にロータリアンが 50 万人になったのを記

念して 1 人 2 ドルずつ食事代を節約して 100 万ドル

を寄付したのが起源となります。当クラブでは通常の

食事からカレーにすることで 1 人当たり 1,600 円の

差額で年間 5 回の 8,000 円となり、クラブとしては

年 500,000 円弱をロータリー財団に寄付しておりま

す。 

配布資料の『国際ロータリー第 2760 地区ポリオ根

絶チャリティーゴルフコンペ』についてですが、

10/24 三好カントリー俱楽部で開催されます。皆様多

数のご参加をよろしくお願いいたします。 

【配布物】 

・家庭集会Ｂグループ案内書 

・会員満足度アンケート（一部会員様のみ）3 名 

・国際ロータリー第 2760 地区 ポリオ根絶チャリテ

ィーゴルフコンペのご案内 
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名古屋みなとロータリーソングを企画した経緯について 

芹澤 謙一さん 

 

当クラブのクラブ歌である『セイリング -幸せにな

るために-』を作成した経緯についてですが、わがみな

とロータリークラブも 50 周年を過ぎ、古いクラブは

クラブ歌を持っているので、うちのクラブでもぜひ作

ろうということで、2019-2020 年度の私が会長の時

に山名さんにお願いしてこの素晴らしい歌を作って

頂きました。山名さんは当クラブの田中さんと高校の

同級生ということでお願いした次第です。 

 

卓話者紹介 

田中 清貴さん 

   

シンガー＆ソングライター山名敏晴さんのプロフィー

ルをご紹介します。 1951 年、東京生まれ、名古屋育ち。

中学の頃より歌を作り始め 1973 年、ポリドールレコー

ドより自作の｢忘れな草｣でメジャーデビュー。 1974 年、

自作の｢コーラが少し｣が高木麻早の歌で 10 万枚のヒッ

ト。同年リリースの「旅の終り」が、その後全国ユース

ホステルの愛唱歌ベスト１ となり各社競作でレコード

化されました。  

以後 90 年代までにシングルレコード４枚、ＬＰレコ

ード１枚、ＣＤシングル 2 枚、カセットアルバム２本を

リリース。 2000 年、ベストアルバムＣＤ「bittersweet」

Vol.1 リリース１３曲収録、2003 年、シングル CD「想

い～あの時代を～」リリース 、ラジオのパーソナリティ

としても 1973 年よりＦＭ愛知、岐阜ラジオ、ＣＢＣ 等

でさまざまな番組を担当されています。 

1987 年からは、ライヴハウス「パラダイスカフェ」

のマネージャーとして、ジャンルをこえて多くのバンド、

シンガー、演奏家をプロデュースされています。  

1996 年「山名敏晴ヴォーカルスクール」、「yamana

ミュージックオフィス」 2004 年「yamana ボーカルス

クール」を設立。現在、定期的なライヴ・コンサート活

動のほかボーカル講師、CD・コンサートプロデューサー

として、またＣＭソング、テレビ・ラジオ主題歌、挿入

歌、社歌などを制作し現在も活躍中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県立昭和高校の 1 年生の時、体操部で 5 月に鉄棒

から落ちて怪我をして 1 カ月半入院しました。体操は

やってはいけないと、ドクターストップがかかり、こ

れからどうしようと思っていた所に、田中君が今度の

文化祭でエレキバンドをやるからギターをやらない

かと誘ってくれました。田中君はドラムをやり、私も

バンドに参加することになりました。昭和高校で初め

てのエレキバンドは、全校生徒が集まり満席になりま

した。私は 1 曲だけ、ギターだけでなく歌わせてもら

ったのですが、バンドと全校生徒の前で歌ったのが気

持ち良くて、どんどん音楽にハマっていきました。田

中君が居なかったらここには立っていない、田中君は

恩人の一人であります。 

『セイリング -幸せになるために-』は、今までコロ

ナでお披露目する機会がなく、やっと今日生で披露し

ます。皆さんにも一緒に歌って頂きます。この曲を作

る時、歌詞を芹澤さんに見ていただいた時に『理想』

という言葉を入れてほしいと言われました。『理想』

という言葉を入れることはあまりないので、どうやっ

たら上手く入るかを考えに考え抜いて抜いて、出来上

がった歌詞を芹澤さんにお渡ししたら「まあいいだろ

う」という事で完成しました。どのように理想という

言葉を使っているかを改めて見て、一緒に歌っていた

だきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓話 

「『セイリング -幸せになるために-』の 

楽曲制作について＆ミニライヴ」 

シンガーソングライター  山名 敏晴様 
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算を少し上げることも、議論の進行次第では 

考慮に入れてもよい 

        ◇近時の披露宴のように、式典・祝宴の映像を

撮影・編集し、祝宴終了前に会場内でダイジ

ェストとして放映しては？ (BGM：セイリン

グ -幸せになるために-) 

５．記念事業について（長瀬 廣幸／藤掛 誠一郎） 

・これまでの準備委員会の段階で、「内(港区・中川 

区)」「外(金沢・能登)」の両面から社会奉仕事業を 

行えないか考慮していたところ、藤掛前幹事と同 

期の松井前幹事が次年度実施年度の会長になられ 

るご縁があり、金沢で被災者支援を含めた社会奉 

仕事業を検討している旨の情報があった 

・来る９月１０日に金沢みなとＲＣを表敬訪問する 

予定があり、そこで先方と打ち合わせをして、内 

容を詰めていく予定 

・当記念事業は「地区補助金事業」として行う予定  

(申請可能予定額；$2,311) のため、その申請スケ 

ジュールにあわせて事業を計画していく必要があ 

る 

・先方の意向も踏まえつつ、3 ヶ年度の会長・幹事と 

寺本委員長が金沢みなと RC を訪問された際に、 

コミュニケーションを取りつつ話を進めていく 

 ６．記念誌について（棚橋 顯／村田 誠一） 

・５０周年時は映像配付が流行していたのでＤＶＤ 

制作したが、メディアとしても現在では主流では 

ないため、その際にあわせて作成したリーフレッ 

トを作り、保護ケースとしてプラスのケースに封 

入して配付する方式ではどうか？ 

・紙の厚さの調整はケースの仕様とに合わせ、内容 

に関しては５０周年時のリーフレットの内容を踏 

襲しつつ、順次加えたい部分を追加する 

７．その他 

・５０周年時の決算を詳細に作成してあるので、 

それを捜して参考にするとよい 

・６０周年の年度では、同好会なども冠に「６０ 

周年記念」と銘打って、１年間で盛り上げてい 

く 

※次回 第 2 回 会議予定：10 月 25 日(金) 13:30～ 

 

 

第 1回創立６０周年記念事業実行委員会議事録 

 

とき  8 月 23 日（金）13:35~ 

ところ 名古屋マリオットアソシアホテル 

     51 階「マーキュリー」 

出席者  棚橋  室原  寺本  杉江  芹澤  鈴木                                                                       

山 内   長 瀬   橋 本 ( 修 )  水 谷   村 田                                                                       

沼野  加藤(昌)  橋本(美)  藤掛 15 名 

１．会長挨拶（棚橋 顯） 

・実際には室原会長年度で挙行することになるが、 

準備は今年度からスタートする 

・全クラブが一致して行うこととなるので、役員各 

位にはご協力をお願いしたい 

２．会長エレクト挨拶（室原 國彦） 

・重要な実行委員長は、寺本さんにお願いする。今 

年度より RI の定めた「３ヶ年計画」の初年度にあ 

たり、将来を見据えたクラブ改革の中核を決めて 

いく「クラブ戦略委員長」との兼任をお願いする 

こととなった。棚橋年度から始まるクラブ改革が 

３年目で形となるためにも、２年目で行う周年記 

念事業は「オールみなと」で成功させたい 

・ついては、当実行委員の人選もそこを見据えて、 

室原年度の主要役員に加わっていただいているの 

で、よろしくお願いします 

３．創立 60 周年記念事業 スケジュールについて 

（寺本 善雄） 

・まず実行委員会の役員構成をご覧いただき、それ 

ぞれ担当分野別に「部会」構成で準備を進めてい 

く。アドバイザーにご意見を仰ぎ、各副委員長の 

下でこれから具体的に作業分担を決めていく中で 

部会の担当を決め、どんどんここにメンバーが増 

えていくことを想定している 

・スケジュールについては別紙に詳細をまとめてあ 

るが、ある程度骨格が決まってくる毎に議論すべ 

きことが見えてくるので、大まかなスケジュール 

をまず念頭において進めていただきたい 

４．記念式典について（山内 靖雄） 

  ・各位の関心の高い「アトラクション」の内容につい 

て現在検討を進めている 

  ［案］◇藤野地区補助金委員長が、こうしたお手配を

お仕事にされているので打診してみたとこ

ろ、「サーカス」「渡辺真知子」「庄野真代」等

の名が例として挙がっている 

◇知人にプロダクションの関係者がおり、概算

予算をお伝えしその範囲内でどういうタレン

トが呼べるかをこれから打診してみる 

       ◇芸能人を呼ぶ場合は、コストと確実性の意味

でコネクションを使って呼ぶ方が肝要 

      ◇講演などの形式だとなかなか長時間は難しい

ので、歌や音楽のある方が参加者を惹きつけ

やすい 

        ◇仮に歌手を呼ぶとなると、バックバンドなど

で相応の予算を取られることから、カラオケ

などの対応でできる方を考慮した方がいい 

        ◇条件として現在概算している３００万円の予 

月 日 今後の例会予定 

9 

6 
港友例会 17F「コスモス」 

前年度会計報告 

13 敬老例会 17F「コスモス」 

20 
例会変更 夜間例会「八勝館」 

Partner’s Night 

27 休会 

10 

4 
港友例会 17F「コスモス」 

新入会員自己紹介 横山佑希さん 

11 
ガバナー補佐訪問 

16F「タワーズボールルーム」 

18 休会 

25 
ガバナー公式訪問 

16F「アイリス」 
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